


科
学
技
術
が
加
速
度
的
に
進
歩
し
、
産
業

や
社
会
が
急
激
に
変
化
す
る
時
代
に
、
学

生
が
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
ら
の
職
業

生
活
や
社
会
活
動
に
生
か
し
、
長
い
職
業

人
生
を
満
足
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
に
は
、
今
、
大
学
教
育
に

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
学

生
本
位
の
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
大

学
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
な

の
だ
ろ
う
か
。

日
本
の
教
育
行
政
の
指
針
や
、
世
界
の
代

表
的
な
大
学
の
取
り
組
み
を
読
者
に
紹
介

し
、
今
後
の
わ
が
国
の
大
学
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
機
会
と
し
た

い
。
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学
生
本
位
の

大
学
教
育

＊識者の肩書きは 2018 年 9 月 28 日時点のものです。



衰
退
が
鮮
明
に
な
っ
た
日
本

　

平
成
が
終
わ
ろ
う
と
す
る
今
、
日
本
の
衰
退
は
誰
の
目
に
も
明
ら

か
だ
。
世
界
の
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
日
本
企
業
は
姿
を
消
し
、

科
学
研
究
で
は
論
文
数
が
激
減
し
て
い
る
。
英
科
学
誌
『Nature

』

は
日
本
の
危
機
的
な
状
況
に
つ
い
て
特
集
を
組
ん
だ
ほ
ど
だ
。
日
本

は
す
っ
か
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
な
い
国
に
な
っ
た
。

　

日
本
人
の
収
入
も
、
先
進
国
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
格
段
に
低
い
。

消
費
者
に
そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
る
の
を
恐
れ
た
企
業
は
思
考
停
止
し
て

安
売
り
に
走
り
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
か
ら
み
な
が
抜
け
出
せ
ず
に
い

る
。
今
の
日
本
は
い
わ
ば
「
牛
丼
国
家
」
で
あ
る
。

　

対
照
的
な
の
が
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
は
価
格
勝
負
で
新
興
国

に
勝
て
な
い
こ
と
を
早
い
段
階
で
悟
り
、
安
売
り
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
た
。
特
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
現
代
の
知
識
基
盤
社
会
に
適
応

で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
教
育
に
Ｅ
Ｕ
は
力
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。

イ
ン
プ
ッ
ト
指
向
か
ら
抜
け
出
す

　

日
本
の
最
大
の
問
題
点
は
、
社
会
全
体
が
「
イ
ン
プ
ッ
ト
指
向
」

ا
ը
に

た
ỳͯ

大
学
は

ど
う
変
わ
る

べ
き
か
？

―
発
明
家
と
起
業
家
を
輩
出
せ
よ

か
ら
抜
け
出
せ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
す
で
に
存
在
す
る
知
識
を
網
羅

的
に
集
め
れ
ば
集
め
る
ほ
ど
、
新
た
な
閃ひ

ら
めき
は
生
ま
れ
な
く
な
り
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
も
減
っ
て
し
ま
う
。
日
本
の
学
校
教
育
は
、
記
憶
力

を
競
い
合
う
時
代
遅
れ
の
ク
イ
ズ
番
組
の
ま
ま
だ
。

　

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
副
学
長
代
理
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
氏
は
、
教
育
の
目
的
は
「
学
生
に
向
学
心
を
植
え
付
け
、
未

知
の
課
題
に
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
議
論
と
論
拠
を
厳
密
に
見

極
め
る
能
力
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
」
だ
と
い
う
。
そ
の
通
り
だ
。

　

日
本
の
学
校
で
は
主
要
五
科
目
を
重
視
し
、
こ
れ
ら
に
秀
で
た
記

憶
力
の
高
い
生
徒
は
「
エ
リ
ー
ト
」
と
し
て
中
央
省
庁
の
官
僚
や
大

企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
が
、こ
う
し
た
人
材
に
は
「
稼
ぐ
力
」

が
乏
し
い
。
日
本
型
エ
リ
ー
ト
は
起
業
家
精
神
に
程
遠
く
、
ひ
た
す

ら
安
定
し
た
ポ
ス
ト
を
求
め
る
。
エ
リ
ー
ト
以
外
の
九
割
の
人
が
生

き
生
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
方
が
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
を
増
や
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

多
様
な
物
差
し
で
生
徒
の
可
能
性
を
育
む

　

日
本
の
学
校
教
育
は
主
要
五
科
目
の
成
績
を
至
上
の
も
の
と
し
て

大
量
の
脱
落
者
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
が
、
も
は
や
わ
れ
わ
れ
に

ۚ
ؙ
ګ
จ

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
長

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長 

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
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え
ば
、
日
本
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
分
野
で
完
全
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
の
学
科
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
旧
態
依
然
の

ま
ま
で
、
硬
直
化
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
工
学
部
で
は
学
科
ご
と

の
募
集
定
員
が
固
定
さ
れ
、
自
分
の
希
望
と
は
異
な
る
専
攻
に
な
る

学
生
も
い
る
。

　

一
方
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
宮
川
繁
教
授
に
よ
る
と
、

同
大
学
で
は
学
生
が
自
分
の
希
望
に
応
じ
て
専
攻
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、
全
体
の
約
四
割
の
学
生
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
を
専

攻
す
る
そ
う
だ
。
起
業
家
精
神
の
育
成
に
も
熱
心
で
あ
る
。
ナ
ン
ヤ

ン
工
科
大
学
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
の
ス
ブ
ラ
・
ス
レ
シ
ュ
学
長
は
、

同
大
学
で
は
専
攻
に
か
か
わ
ら
ず
全
学
生
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
科
目

履
修
を
義
務
づ
け
て
い
る
と
い
う
。
い
ず
れ
も
、
大
学
側
が
社
会
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
本
当

の
バ
ラ
ン
ス
と
い
え
る
。
ミ
ネ
ル
バ
大
学
創
立
者
の
ベ
ン
・
ネ
ル
ソ

ン
氏
は
、「
ど
ん
な
専
門
分
野
に
も
活
用
で
き
る
『
横
断
連
携
力
』
と
、

新
分
野
へ
の
『
応
用
力
』
が
特
に
重
要
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
学
問
分
野
と
、
デ
ジ
タ
ル
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
閃
き
が

生
ま
れ
、
新
た
な
価
値
創
造
に
つ
な
が
る
。

　

こ
れ
ら
を
体
現
す
る
出
来
事
を
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
昨
年
、
一
ク
ラ
ス
一
〇
〇
〇
人
規
模
と
い
う
同
大
学

ー
タ
ー
・
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
礎
と
な
る
仕
組
み
を
考
案
し
た
超
一
流
の

発
明
家
で
あ
る
と
共
に
、
時
代
を
席せ

っ

巻け
ん

し
た
半
導
体
企
業
の
創
業
者

で
も
あ
る
。
そ
の
発
明
家
・
起
業
家
が
大
学
を
け
ん
引
す
る
の
だ
か

ら
、
ア
カ
デ
ミ
ア
か
ら
の
生
え
抜
き
が
ト
ッ
プ
を
任
さ
れ
が
ち
な
日

本
と
は
異
な
る
次
元
の
経
営
と
な
る
。
同
じ
こ
と
は
教
員
に
も
見
て

取
れ
る
。
同
大
学
の
理
系
学
部
で
は
教
授
が
起
業
家
で
あ
る
こ
と
も

珍
し
く
な
く
、
投
資
家
を
兼
ね
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
一
人
の
中

で
産
と
学
が
「
融
合
」
し
た
人
物
が
教
育
、
研
究
を
率
い
る
の
だ
。

　

宮
川
教
授
は
、
大
学
が
学
生
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
大

学
は
社
会
の
重
要
な
役
割
を
担
え
な
く
な
る
、
と
指
摘
す
る
。
大
学

自
身
が
稼
げ
る
力
を
備
え
る
。
そ
し
て
、
稼
げ
る
力
を
持
っ
た
学
生

を
育
て
る
。
守
る
べ
き
は
教
員
の
雇
用
で
は
な
く
、
学
生
の
未
来
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
い
ま
一
度
、
こ
の
原
点
を
思
い
出
す
必
要
が
あ
る
。

史
上
、
最
多
の
学
生
が
履
修
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
の
Ａ
Ｉ
講
義
が
あ
っ
た
。
専
攻
に
か
か
わ
ら
ず
医
学
部
、
経
営
大

学
院
、
心
理
学
の
学
生
も
が
集
結
し
、
新
分
野
を
求
め
て
必
死
に
学

ん
だ
そ
う
だ
。
専
門
性
の
異
な
る
学
生
同
士
が
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
る
こ
と
も
多
く
、
自
然
と
横
断
連
携
力
も
身
に
付
く
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
起
業
に
至
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
。

　

日
本
で
も
、
林
芳
正
文
部
科
学
大
臣
（
＊
）
の
主
導
の
下
、
ソ
サ
イ

エ
テ
ィ
５
・
０
に
向
け
た
人
材
育
成
が
始
ま
っ
た
。
学
部
や
研
究
科

の
枠
を
越
え
た
文
理
横
断
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
に
向
け
て
、
動

き
出
す
。

　

稼
ぐ
力
を
持
っ
た
大
学
経
営
の
実
現
の
鍵
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
大

胆
な
改
革
と
ト
ッ
プ
の
経
営
資
質
に
あ
る
。
学
長
の
権
限
を
強
化
し

た
も
の
の
、
そ
も
そ
も
学
長
は
教
授
の
支
持
に
よ
り
選
ば
れ
る
の
で
、

改
革
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　

経
営
資
質
の
面
で
は
、
実
業
経
験
の
あ
る
人
材
が
大
学
組
織
を
率

い
る
こ
と
も
大
学
経
営
の
肝き

も

と
な
る
。
象
徴
的
な
の
が
長
年
に
渡
り

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
け
ん
引
し
、
二
〇
一
六
年
に
退
任
し
た
ジ

ョ
ン
・
ヘ
ネ
シ
ー
前
学
長
だ
。
同
氏
は
、
同
大
学
で
近
代
コ
ン
ピ
ュ

そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
。

　

先
端
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
小
学
校
を
視
察
し

た
際
、
私
は
校
長
に
「
教
育
に
と
っ
て
一
番
重
要
な
こ
と
は
何
か
」

を
尋
ね
た
。「
生
徒
の
尊
厳
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
」、
そ
れ
が
彼
の
答

え
だ
っ
た
。
こ
の
小
学
校
で
は
、
Ｉ
Ｔ
の
得
意
な
生
徒
が
学
内
生
徒

の
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
る
な
ど
、
各
人
の
得
意
分
野
を
生
か
し
、

互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
し
合
う
関
係
が
作
ら
れ
て
い
た
。

　

日
本
で
も
、
小
中
学
校
で
は
生
徒
が
自
分
の
得
意
分
野
を
見
つ
け
、

早
め
に
自
分
の
進
路
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
手
助
け
を
す
べ
き
だ
。
高

校
や
大
学
で
は
学
科
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
変
え
て
、
社
会
で
稼
げ

る
実
践
的
な
内
容
を
学
べ
る
よ
う
に
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の

人
間
が
突
出
し
て
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ
と
を
持
つ
わ
け
で
は
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
側
は
「
こ
れ
が
得
意
に
な
れ
ば
食
べ
て
い

け
る
」
と
い
う
学
科
、
科
目
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
時
代
を
先
取
り

し
て
取
り
入
れ
、
常
に
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

稼
ぐ
力
を
持
っ
た
大
学
を
作
る

　

大
学
に
つ
い
て
は
、
基
礎
と
応
用
研
究
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
と

い
う
意
見
が
根
強
い
が
、
学
科
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
る
べ
き
だ
。
例

金
丸
恭
文
（
か
ね
ま
る
・
や
す
ふ
み
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
長
。
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
株
式
会
社
代
表
取
締

役
会
長
兼
社
長　

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。
内
閣
府
規
制
改
革
推
進
会
議
議
長
代
理

な
ど
も
務
め
る
。

Keywords

…
…
得
意
な
こ
と
・
好
き
な
こ
と
、
稼
げ
る
力
を
持
っ
た
学
生
、
稼
ぐ
力
を
備
え
た
大
学
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
、
産
と
学
が
融
合
し
た
ト
ッ
プ

（
＊
）
肩
書
き
は
二
〇
一
八
年
九
月
二
八
日
時
点
。
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デジタル時代に
おける学生本位
の大学教育とは

何か。
その実現の

ために、大学は
何をすべきか。

識者に問う
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新分野への応用力

＊ 2018 年 9 月 28 日時点
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
学
生
本
位
の
大
学
教
育
と
は
何
か
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
大
学
は
何
を
す
べ
き
か
。

識
者
に
問
う ソ

サ
イ
エ
テ
ィ
５
・
０
を
け
ん
引
す
る

人
材
育
成

ྛ 

๕
ਖ਼

文
部
科
学
大
臣
（
＊
）

と
、
大
学
は
ど
の
よ
う
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
学
生
も
何
の
た
め

に
何
を
身
に
付
け
た
の
か
に
、
中
心
的
な
価
値
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

昨
年
秋
か
ら
、
私
の
下
で
、
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
５
・
０
に
向
け
た
人
材
育
成
に
つ
い
て
有
識
者
の
懇
談

会
を
行
っ
た
。
こ
の
懇
談
会
で
は
、「
論
理
的
な
思
考
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」、「
感
性
、
好

奇
心
・
探
求
力
」
の
三
つ
を
必
要
な
ス
キ
ル
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
力
の
育
成
に
、
教
育

全
般
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
大
学
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
数

学
の
基
礎
的
な
リ
テ
ラ
シ
ー
を
、
文
理
の
壁
を
越
え
て
共
通
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

文
科
系
な
の
で
数
学
は
い
ら
な
い
と
い
っ
た
今
ま
で
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

文
理
の
壁
を
取
っ
て
、
両
方
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と

―
専
攻
が
複
数
あ
る
米
国
で
は
主メ

ジ
ャ
ー

専
攻
・

副マ
イ
ナ
ー

専
攻
と
い
っ
て
い
る
が

―
、
学
際
的
な
研
究
が
増
え
る
中
、
専
門
以
外
で
得
意
な
分
野
を
持
つ
、

学
際
的
な
学
び
を
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
。

　
一
部
の
大
学
で
は
こ
の
よ
う
な
改
革
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い
る
が
、
中
央
教
育
審
議
会
で

も
、
学
部
や
研
究
科
の
枠
を
越
え
た
文
理
横
断
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
に
つ
い
て
議
論
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
教
員
が
機
動
的
に
動
け
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
科
学
技
術
の
進
歩
は
早
い
。
二
〇
三
〇

年
く
ら
い
を
目
指
し
、
着
手
で
き
る
こ
と
は
速
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

参
議
院
議
員
。
防
衛
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）、
農
林
水
産
大
臣
を
は
じ
め
、
政
府
の
要
職

を
歴
任
。
二
〇
一
七
年
八
月
文
部
科
学
大
臣
・
教
育
再
生
担
当
大
臣
に
就
任
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
ケ
ネ
デ
ィ
行
政
大
学
院
を
修
了
し
、
Ｍ
Ｐ
Ａ
を
取
得
。
三
井
物
産
株
式
会
社
等
を
経
て
、
一
九
九
五
年
初
当
選
。
現

在
四
期
。
二
〇
一
八
年
六
月
に
閣
議
決
定
し
た
第
三
期
教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
へ
の
変
革
が
見

込
ま
れ
る
中
、
次
世
代
の
教
育
の
創
造
、
大
学
院
教
育
の
改
革
、
社
会
人
の
学
び
直
し
の
推
進
等
を
教
育
政
策
の
重
点

事
項
と
し
て
い
る
。 

（
＊
）
二
〇
一
八
年
九
月
二
八
日
時
点
の
肩
書
き
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
速
度
で
、
Ａ
Ｉ
等
先
端
技
術
が
高
度
化
し
、「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
（
ソ

サ
イ
エ
テ
ィ
５
・
０
）」
が
到
来
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
の
仕
事
の
半
分
ぐ
ら
い
が
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
可
能
と
い
う
リ
サ
ー
チ
結
果
も
出
て
い
る
が
、
半
分
の
仕
事
が
な
く

な
り
失
業
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
今
は
な
い
仕
事
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
か

ら
の
社
会
が
ど
う
な
る
か
を
い
か
に
見
据
え
、
必
要
な
能
力
を
い
か
に
育
成
す
る
か
。
教
育
の
役
割
は

極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
は
、
学
生
本
位
の
大
学
教
育
と
は
、
学
生
が
卒
業
し
て
社
会
に
出
た
際
に
、
自
分
は
大
学
で
何
を

学
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
身
に
付
け
た
の
か
を
説
明
で
き
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
大
学
は
学

位
の
授
与
の
基
準
や
条
件
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」
と
い
わ
れ

る
中
で
、
政
府
の
会
議
で
も
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
強
化
が
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き
た
。

私
も
ミ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
で
学
位
を
取
っ
た
が
、
そ
の
経
験
か
ら
考
え
て
も
、
特
に
リ
カ
レ
ン
ト
に
な
る

今
林 

芳
正
（
は
や
し
・
よ
し
ま
さ
）

安岡正篤〔1998〕
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
学
生
本
位
の
大
学
教
育
と
は
何
か
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
大
学
は
何
を
す
べ
き
か
。

識
者
に
問
う デ

ジ
タ
ル
時
代
に
教
育
は
何
を
教
え
、

そ
の
方
法
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

Ϛ
ồ
ς
ỹ
ϯ
ɾ

ỹ
Ϧ
Ξ
Ϝ
ζ

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

副
学
長
代
理
（
教
育
）

価
値
を
有
し
、
ま
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
同
様
に
生
ま
れ
る
。
実
際
、
最
も
勢
い
の
あ
る
学
問
テ
ー

マ
の
一
つ
は
デ
ジ
タ
ル
人
文
科
学
で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
や
文
書
、
美
術
作
品
等
の
研
究
、
分
析
、
展
示

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
が
用
い
ら
れ
る
。

　

他
方
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
教
育
方
法
に
つ
い
て
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
比
較
的
慎
重
か
つ

選
択
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
。「
個
別
教
育
が
最
善
」
と
い
う
信
念
を
、
コ
ア
と
な
る
学
部
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
今
も
変
わ
ら
ず
持
ち
続
け
て
い
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
革
新
的
な
利
用
が
広
ま
っ
て
い
る
が
、

個
人
教
育
の
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
指
導
を
教
育

の
軸
に
据
え
、
週
に
一
度
、
学
生
二
～
三
人
の
グ
ル
ー
プ
で
、
何
名
か
の
優
れ
た
教
授
と
会
っ
て
議
論

す
る
。
学
生
た
ち
は
、
各
授
業
の
前
に
自
習
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
だ
上
で
、
約
一
時
間
の
発
表
と
質

疑
に
対
す
る
抗
弁
を
行
う
。

　

も
っ
と
も
、
本
校
は
、
革
新
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
伝
統
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
価
値
を
置
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
二
つ
は
両
立
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
少
人
数
の
対
面
教
育
を
中

心
に
据
え
、
そ
れ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
融
合
さ
せ
る
。
伝
統
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
取
っ
て
な
く
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
の
改
善
に
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
ど
う
使
え
る
か
だ
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
理
工
学
部
教
授
。
専
門
は
構
造
設
計
、
構
造
力
学
。
Ｐ
ｈ
．
Ｄ
（
ブ
リ
ス
ト
ル
大
学
）。
大

学
カ
ウ
ン
シ
ル
委
員
、
シ
ニ
ア
・
プ
ロ
ク
タ
ー
（
学
監
）、
学
監
オ
フ
ィ
ス
委
員
会
議
長
等
、
大
学
の
経
営
や
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
関
す
る
各
種
役
職
に
も
長
年
従
事
。
二
〇
一
七
年
よ
り
副
学
長
代
理
（
教
育
）。
Ｍ
Ｐ
Ｌ
Ｓ
（
数
理
・
物
理
・

生
命
科
学
）
部
門
副
代
表
も
兼
任
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
、
タ
イ
ム
ズ
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
総
合
力
の
ほ
か
研

究
力
で
世
界
第
一
位
（
二
〇
一
九
年
）。
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
制
度
は
同
大
学
が
高
い
学
問
的
水
準
を
維
持
す
る
最
大
の

強
み
と
さ
れ
る
。 ジ

タ
ル
技
術
の
急
速
な
発
展
に
合
わ
せ
て
教
育
や
研
究
の
内
容
を
ど
う
変
更
し
、
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
教
育
方
法
の
改
善
に
ど
う
役
立
て
る
べ
き
か
。
こ
の
二
つ
が
鍵
を
握
る
。

　

ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
大
学
の
根
本
的
な
役
割
を
変
え
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。
教
育
の
目
標
は
時
代
を
経
て
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
学
生
に
向
学
心
を
植
え
付
け
、
未

知
の
課
題
に
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
議
論
と
論
拠
を
厳
密
に
見
極
め
る
能
力
を
習
得
さ
せ
る
こ
と

だ
。
こ
の
目
標
は
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
も
通
用
す
る
と
確
信
し
て
い
る
。
実
用
的
な
ス
キ
ル
は
、
デ
ジ
タ

ル
で
あ
れ
何
で
あ
れ
、
い
ず
れ
陳
腐
化
し
て
し
ま
う
も
の
だ
。

　

本
校
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
生
命
医
科
学
な
ど
の
講
座
が
増

え
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
科
目
と
同
様
、
教
育
で
重
視
す
る
の
は
知
識
や
ス
キ
ル
の
獲
得
で
は
な
く
、

知
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
習
得
で
あ
る
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
信
念
に
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
人
文
科
学
や

社
会
科
学
の
講
座
も
数
多
く
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
科
目
も
、
聡そ

う

明め
い

さ
や
探
求
心
の
訓
練
と
し
て
同
等
の

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（M

artin W
illiam

s

）

デ

David Willetts〔2017〕
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
学
生
本
位
の
大
学
教
育
と
は
何
か
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
大
学
は
何
を
す
べ
き
か
。

識
者
に
問
う 学

生
の
起
業
家
精
神
に
応
え
、

伸
ば
す
教
育
を

ٶ
 

ൟ

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）

教
授

東
京
大
学

特
任
教
授

を
高
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｔ
な
ど
米
国
の
一
部
の
大
学
で
導
入
さ
れ
始
め
た
の
は
「Just in tim

e

」
の
教
育
、
す
な
わ
ち
、

学
生
が
自
分
が
な
り
た
い
も
の
に
な
り
、
作
り
た
い
も
の
を
社
会
に
作
る
た
め
に
、
今
、
知
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
を
教
え
る
教
育
だ
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
学
生
の
多
く
は
、
卒
業
後
に
自
分
で
起
業
す
る
か
、

あ
る
い
は
、
創
業
し
て
間
も
な
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
入
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
学

生
の
期
待
に
大
学
も
応
え
る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
学
生
が
実
社
会

と
つ
な
が
り
、
自
分
を
試
す
機
会
を
大
切
に
し
て
い
る
。
授
業
に
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト
も

見
学
に
来
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞
い
て
、
こ
れ
は
と
い
う
学

生
に
声
を
掛
け
る
と
い
っ
た
こ
と
も
行
わ
れ
る
。
大
学
が
学
生
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
大
学

は
社
会
の
重
要
な
役
割
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
。
将
来
を
決
め
る
の
は
起
業
家
精
神
だ
。

　

私
は
東
大
で
も
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
日
本
と
米
国
は
、
受
験
、
学
生
の
志
向
、
教
育
の
方
法
、
就

職
な
ど
、
す
べ
て
大
き
く
異
な
る
と
感
じ
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
、「Just in case

」
の
教
育
、
す
な

わ
ち
、
念
の
た
め
知
っ
て
お
く
と
よ
い
こ
と
を
教
え
る
教
育
が
今
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本

も
、
も
っ
と
学
生
に
「
起
業
家
精
神
」
を
植
え
付
け
、
そ
れ
を
伸
ば
す
こ
と
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
大
学

教
育
に
変
え
た
方
が
よ
い
。
日
本
も
や
れ
ば
で
き
る
は
ず
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
も
っ
た
い
な
い
。

専
門
の
言
語
学
の
教
き
ょ
う

鞭べ
ん

を
と
る
か
た
わ
ら
、
高
等
教
育
の
質
向
上
を
目
指
す
多
く
の
活
動
に
従
事
す
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
が

二
〇
〇
二
年
に
世
界
で
最
初
に
開
始
し
た
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
ウ
エ
ア
構
想
の
提
唱
メ
ン
バ
ー
で
、
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
者
。「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
起
業
家
精
神
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」
も
世
界
各
地
で
開
催
。
Ｍ
Ｉ

Ｔ
は
、
高
等
教
育
機
関
に
所
属
す
る
八
万
人
以
上
の
評
価
等
に
よ
る
Ｑ
Ｓ
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
七
年
連
続
首
位
。

英
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
創
立
記
念
の
記
事
で
「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
因
子

：

異
端
の
天
才
の
一
五
〇
年
を
祝
す
」
と
た
た

え
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
の
学
生
は
、
全
員
が
希
望
す
る
学
科
を
専
攻
で
き
る
。
最
近
は
、
時
価
総
額
の
上
位

を
テ
ッ
ク
企
業
が
占
め
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど

の
電
子
工
学
の
専
攻
を
希
望
す
る
学
生
が
増
加
し
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
を
専
攻
す
る
学
生
数
は
、
全
体
の
四
割
に
の
ぼ
る
。
稼
げ
る
分
野
に
就
職
し
、
学
部
卒
で
初
任
給
の

平
均
は
八
八
〇
〇
〇
ド
ル
に
な
る
。

　

学
生
の
希
望
を
か
な
え
る
と
な
る
と
、
学
生
が
殺
到
す
る
電
子
工
学
の
教
授
陣
は
、
多
忙
を
極き

わ

め
る

こ
と
に
な
る
。
数
多
い
学
生
に
対
応
で
き
て
い
る
の
も
、
講
義
に
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
（
大
規
模
公
開
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
）
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
、
教
師
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
少
人
数
で

行
う
演
習
は
、
数
多
く
在
籍
し
て
い
る
大
学
院
生
に
も
協
力
を
得
て
、
学
生
の
要
望
に
柔
軟
に
応
え
て

い
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
は
常
勤
の
教
員
が
一
〇
〇
〇
人
ほ
ど
い
る
が
、
非
常
に
厳
し
い
審
査
を
経
な
け
れ
ば
終

身
雇
用
と
は
な
ら
な
い
。
多
く
の
教
員
は
柔
軟
な
雇
用
形
態
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
教
育
の
柔
軟
性

宮
川 

繁
（
み
や
が
わ
・
し
げ
る
）

Ｍ

Yuval Noah Harari〔2014〕

Sapiens: A Brief History of Humankind
Harvill Secker

ユヴァル・ノア・ハラリ〔2016〕『サピエンス全史―文明の構造と人類の幸福』上・下巻
柴田裕之（翻訳）、河出書房新社
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
学
生
本
位
の
大
学
教
育
と
は
何
か
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
大
学
は
何
を
す
べ
き
か
。

識
者
に
問
う 広

大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
科
学
技
術
の
実
験
場

ε
ϒ
ϥ
ɾ
ε
Ϩ
γ
ỿ

ナ
ン
ヤ
ン
工
科
大
学（
Ｎ
Ｔ
Ｕ
）

学
長

そ
の
総
合
的
評
価
を
受
け
る
。
ま
た
、
卒
業
生
は
一
六
〇
〇
Ｓ
Ｇ
ド
ル
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
、

新
し
い
ト
ピ
ッ
ク
を
学
ぶ
こ
と
も
可
能
だ
。

　

学
界
が
長
期
的
な
視
野
に
軸
足
を
置
く
か
ら
こ
そ
、
大
学
は
、
よ
り
深
遠
で
長
期
な
知
的
視
座
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
課
題
に
提
供
す
る
。
本
校
が
世
界
的
に
周
知
さ
れ
た
の
も
、
多
く
の
知
的
領
域

で
最
先
端
の
知
識
を
生
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、
知
を
、
産
業
や
政
府
、
社
会
を
益
す
る
よ
う
な
製
品

や
プ
ロ
セ
ス
、
政
策
な
ど
に
転
換
し
て
い
る
か
ら
だ
。
大
学
発
の
発
見
や
発
明
を
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
、
産
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が
適
用
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
も
導
入
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
Ｎ
Ｔ
Ｕ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
熱
帯
環
境
に
適
し
た
建
築
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
自
動
運
転
車
な
ど
の
科
学
技
術
の
実
験
場
だ
。
政
府
や
企
業
と
提
携
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と

の
共
同
ラ
ボ
が
数
多
く
存
在
す
る
。
最
も
長
い
歴
史
が
あ
る
の
が
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
の
エ
ン
ジ
ン
研
究

所
で
あ
り
、
今
年
は
、
ア
リ
バ
バ
と
の
人
工
知
能
の
共
同
研
究
所
の
設
立
を
発
表
し
た
。
シ
ン
グ
テ
ル

や
Ｓ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
企
業
に
加
え
、
デ
ル
タ
電
機
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
ボ
ル
ボ
・
バ
ス
、
シ

ー
メ
ン
ス
な
ど
も
あ
る
。
産
業
に
関
し
た
テ
ー
マ
の
研
究
を
学
内
で
実
施
し
、
学
生
や
教
員
に
、
学
術

的
な
成
果
を
実
践
的
な
利
用
に
転
換
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
機
会
を
提
供
す
る
。
世
界
的
に
優
れ
た
研
究
を

す
る
と
同
時
に
、
教
育
に
も
重
要
性
を
置
い
て
お
り
、
教
育
と
研
究
を
密
接
に
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

世
界
的
に
著
名
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
科
学
者
。
二
五
の
特
許
を
持
つ
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
。
イ
ン
ド
出
身
。
理
学
博

士
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
工
学
部
長
、
米
国
国
立
科
学
財
団
理
事
長
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
学
長
等
を
歴
任
。

二
〇
一
八
年
一
月
よ
り
現
職
。
Ｎ
Ｔ
Ｕ
は
工
学
・
科
学
・
経
営
・
医
学
・
人
文
芸
術
社
会
の
カ
レ
ッ
ジ
に
、
学
生
数

三
三
〇
〇
〇
人
。
人
工
知
能
論
文
動
向
ラ
ン
キ
ン
グ
（
日
経
・
エ
ル
ゼ
ビ
ア
共
同
調
査
）
で
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
に
つ
い

で
世
界
第
二
位
（
二
〇
一
二
～
一
六
年
）
と
な
る
な
ど
、
教
育
機
関
で
世
界
ト
ッ
プ
の
実
力
を
誇
る
。

ン
ガ
ポ
ー
ル
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
若
い
都
市
で
あ
り
、
国
際
色
豊
か
な
社
会
だ
。
Ｎ
Ｔ
Ｕ

も
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、
教
員
や
大
学
院
生
の
三
分
の
二
は
、
一
〇
〇
以
上
の
国
か

ら
来
て
い
る
。
多
く
の
大
学
は
硬
直
的
だ
が
、
本
校
は
歴
史
も
浅
い
の
で
変
化
に
応
じ
て

進
化
し
て
い
け
る
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｕ
が
比
較
的
短
期
間
で
世
界
的
な
名
声
を
博
し
た
の
は
、
ト
ッ
プ
の
学
生
を
引
き
つ
け
、
彼
ら

に
教
育
を
施
し
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
産
官
学
の
各
界
で
リ
ー
ダ
ー
や
意
思
決
定
者
、
政
策

立
案
者
と
な
る
た
め
の
十
分
な
潜
在
力
を
備
え
る
教
育
を
提
供
し
て
き
た
。

　

本
校
の
教
育
は
、
キ
ャ
リ
ア
獲
得
の
た
め
の
単
な
る
チ
ケ
ッ
ト
で
は
な
く
、
そ
の
先
の
長
い
人
生
で

不
確
実
性
に
直
面
し
て
も
、
適
応
で
き
る
ス
キ
ル
を
獲
得
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
の
場
で
も
あ
る
。
今
年

か
ら
、
専
攻
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
学
生
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る
講
座
を
履
修
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
学
生
は
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
義
を
受
け
、
授
業
で
は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
議
論
を
し
、

ス
ブ
ラ
・
ス
レ
シ
ュ
（Subra Suresh

）

シ

Paul Kalanithi〔2016〕

When Breath Becomes Air
Random House

ポール・カラニシ〔2016〕
『いま、希望を語ろう―末期がんの若き医師が家族と見つけた「生きる意味」』

田中文（翻訳）、早川書房
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け
る
学
生
本
位
の
大
学
教
育
と
は
何
か
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
大
学
は
何
を
す
べ
き
か
。

識
者
に
問
う 学

生
に
不
可
欠
な
の
は
、

学
び
と
現
実
世
界
の
統
合

ϕ
ϯ
ɾ
ω
ル
ι
ϯ

ミ
ネ
ル
バ
大
学

創
立
者 

兼 

Ｃ
Ｅ
Ｏ

人
数
の
集
中
セ
ミ
ナ
ー
と
し
、
意
見
交
換
、
討
論
、
応
用
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

将
来
の
成
功
の
た
め
に
は
、
学
生
の
時
か
ら
世
界
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
や
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
、
そ
し

て
組
織
に
触
れ
、
学
ん
だ
こ
と
を
現
実
世
界
で
実
践
す
る
機
会
が
数
多
く
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
。
ミ
ネ

ル
バ
の
学
生
は
、
教
室
で
学
ん
だ
考
え
や
ス
キ
ル
を
都
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
試
す
。
こ
れ
は
「
学
び

と
現
実
世
界
を
統
合
す
る
」
取
り
組
み
の
一
例
で
あ
り
、
す
べ
て
の
コ
ー
ス
で
必
須
で
あ
る
。
最
新
の

進
歩
や
発
明
を
座
学
の
み
な
ら
ず
、
現
実
に
触
れ
、
時
に
は
実
際
に
組
織
で
働
く
機
会
を
得
る
。

　

働
く
人
に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
の
進
化
に
即
し
た
も
の
を
、
学
生
は
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
そ
の
点
で
、

ど
ん
な
専
門
分
野
に
も
活
用
で
き
る
「
横
断
連
携
力
」
と
、
新
分
野
へ
の
「
応
用
力
」
が
特
に
重
要
だ
。

ミ
ネ
ル
バ
の
学
生
は
他
の
大
学
の
よ
う
に
狭
い
専
門
に
閉
じ
こ
も
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
実
践
的
な
知

識
を
学
ぶ
。
例
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
等
の
専
攻
分
野
で
は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
扱
う
た

め
に
必
要
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
と
技
術
に
関
す
る
分
析
、
設
計
、
そ
し
て
活
用
方
法
を
重
点
的
に
教
え
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
潜
む
事
実
を
発
見
し
、
活
用
す
る
上
で
不
可
欠
な
こ
れ
ら
の
能
力
は
、
世
界
中
の
ほ

と
ん
ど
の
組
織
と
広
範
に
関
係
性
が
あ
り
、
ま
た
、
数
多
く
の
成
長
産
業
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

横
断
連
携
、
他
分
野
に
転
換
可
能
、
そ
し
て
実
践
に
役
立
つ
ス
キ
ル
・
セ
ッ
ト
を
授
け
る
こ
と
、
ま

た
現
実
世
界
で
経
験
か
ら
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
学
生
が
将
来
に
備
え
る
た
め
に
、
大
学
が

保
証
で
き
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
ウ
ォ
ー
ト
ン
校
の
一
年
目
に
大
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
計
画
。
学
生
自
治
の
学
部
教
育
学
生

委
員
会
（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
Ｅ
）
議
長
と
な
り
、
改
革
に
努
め
る
。
同
大
で
学
士
（
経
済
学
）
取
得
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
写
真
共
有
・

印
刷
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
「
ス
ナ
ッ
プ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
を
経
て
、
二
〇
一
四
年
ミ
ネ
ル
バ
大
学
を

創
立
。
場
所
を
選
ば
ず
参
加
可
能
な
先
進
的
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有
す
る
等
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
高
等
教
育
の
改
善
を
目
指
す
教
育
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
六
〇
を
超
え
る
国
か
ら
の
多
様
な
学
生
を
擁
す
。

速
な
変
化
、
と
い
う
言
葉
で
は
い
い
尽
く
せ
な
い
「
デ
ジ
タ
ル
革
命
の
波
」
が
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
押
し
寄
せ
、
高
等
教
育
も
例
外
で
は
な
い
。
大
学
の
役
割
は
、
学
生
の
選
ぶ
進
路

に
よ
ら
ず
、
そ
の
世
界
で
影
響
力
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
の
準
備
を
す
る
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
「
準
備
」
の
意
味
が
大
学
に
問
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ

は
、
技
術
や
知
識
の
習
得
か
ら
実
践
の
方
法
に
及
ぶ
。
わ
ず
か
な
料
金
で
ウ
ェ
ブ
を
通
じ
て
講
義
が
受

け
ら
れ
る
時
代
に
、
理
解
も
せ
ず
漫
然
と
講
義
を
聴
き
、
試
験
で
そ
れ
を
書
き
写
す
よ
う
な
学
習
を
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

従
来
型
の
講
義
形
式
の
授
業
が
効
果
的
で
な
い
こ
と
は
、
科
学
的
に
実
証
済
み
だ
。
学
生
が
自
主
的

に
学
び
、
ス
キ
ル
を
伸
ば
し
、
実
践
的
知
識
の
獲
得
に
よ
り
多
く
の
時
間
を
充
て
る
こ
と
で
、
大
学
は

そ
の
役
割
を
一
層
う
ま
く
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ミ
ネ
ル
バ
大
学
で
、
そ
れ
を
実
践
し

て
き
た
。
学
生
は
授
業
の
前
に
多
様
な
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
使
っ
て
準
備
す
る
た
め
、
授
業
は
す
べ
て
少

ベ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
（Ben Nelson

）

急

Stephen M. Kosslyn and Ben Nelson（ed）〔2017〕

Building the Intentional University:
Minerva and the Future of Higher Education

MIT Press
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データで 学生本位の大学教育見る

世界の大学の留学生比率

各国の高等教育入学者の専攻：専攻分野別の比率

出所：OECD, “Education at a glance 2017”

出所：MIT, “MIT Facts 2018,” Alumni

工学・製造・
建築

情報通信技術
（ICTs）

自然科学・数学・
統計学

社会科学・ジャー
ナリズム・情報学

経営・管理・
法律 単位：％

ドイツ 23 6 10 8 24

フィンランド 20 9 5 5 20

エストニア 18 9 6 8 21

OECD 平均 16 5 6 10 23

日本 16 2 3 7 20

イギリス 8 6 15 12 21

O
xf

or
d
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N
TU 東

京
大
学

45（％）
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11

マサチューセッツ工科大学（MIT）の卒業生（2017年）

インターンシップ

卒業後の進路

●卒業年次生の 87％が、MIT 在学中にインターンシップ
を修了。

●インターンを行った学部卒業生の 24％が、フルタイム
の仕事のオファーを受けている。

●MITで採用活動を行った企業（上位 5 分野）：コンピュー
ターテクノロジー（21％）、コンサルティング（17％）、
金融サービス（15％）、航空・宇宙（14％）、消費財（9％）

●学部卒業生の分野別就職先：工学（全領域）（24％）、コ
ンピューターテクノロジー（23％）、コンサルティング

（14％）、金融／銀行（14％）、航空宇宙／防衛（9％）、
保健／医薬（3％）、エネルギー／公益事業（2％）

●学部生の就職上位企業：Google, Microsoft, General 
Motors, Accenture, Facebook, Amazon, MIT, 
Northrop Grumman, Goldman Sachs, US Navy, 
Apple, Bain & Company, Boeing, McKinsey, and 
Oracle.

出所：Times Higher Education, “World University 
　　　Rankings 2019”

米国のコンピューターサイエンス専攻学位取得者の推移：時代の状況を反映

米国の大学教員の雇用：柔軟性を高めている

出所： U.S. Department of Education, Institute of Education Sciences, National Center for Education Statistics, “Digest of Education Statis-
tics 2016,” Table 325.35
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出所：U.S. Department of Education, Institute of Education Sciences, National Center for Education Statistics, “Digest of Education Statis-
tics 2016,” Table 316.80 および、”Digest of Education Statistics 2017,” Table 315.10
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体的に人生を選び、地域社会に貢献する中核
層。少子高齢化や財政危機など、日本社会が

大きな課題に直面する中、過去の成功モデルを脱却
し、これからの社会の中核となる人々です。

核層にどのような役割が期待されるのでしょうか。
NIRA 総研の谷口将紀理事、宇野重規理事、牛尾治朗会長がわかりやす

く解説しています。

中核層の
時代に向けて

主

中

h t t p : / / w w w. n i r a . o r . j p /
NIRA ウェブサイトにて動画公開中！
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［NIRA総研公式Facebook］
http://www.facebook.com/nira.japan
研究成果や活動状況を紹介していますので、ご利用下さい。

本誌に関するご感想・ご意見をお寄せください。
info@nira.or.jp

PDFはこちらから

わたしの構想【No.38】
2018 年 10月 10日発行

ⓒ公益財団法人NIRA総合研究開発機構
編集：神田玲子、榊麻衣子、新井公夫




